
胤ii立の安全耐力について

、まえがき

郡材に軸圧力のみがかかる場合と仙げモーメントが童

合してかかる場合とL＇・，その部材の寸法が著しく異つて

来ることは云うまてそもない。このことは脚立の脚材につ

いても云えることて＇，若し曲げモーメントがかかつて来

るものてあればその耐力ほ著しく減退するわげてある。

そこて＇硯実にほどちらに属するも

脚立、の設計，製作及び使用の安全資料とするのが本報告

の目的て凌ある。

§ 2 理論的考察

脚立を設計する場合その底部における反力に垂直力の

みしか考えられない且屁靡擦力のない場合と，

］）磨擦力のない場合
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脚材の設計に対してほ，

依り異つて索る。
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式中の文字についてほ図を参照

なる軸圧力及び曲けモーメントを考慮しなげればなら

ない。此の場合脚材の底部ほ多少ひろがる筈てそあろ。
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よつて脚材の設計に対してほ
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なる庫i圧力及び曲げモーメント

ない。此のときは脚材の底部ほ多少ひろがる筈て•ある

§3 実戯検証

前述の理論が実際に正しいかどうか，なかんづく「摩擦カ
. I . 

のある湯合， A)-~~fL」なる場合の理論ぶ実際にあて
2h 

はまるかどうかを検証する意味ご次の実験を行つた。

試験片の形朕及び寸法はおおむね図ー 3の通りごあるが

実際には 2寸角 2つ割れの杉材を飽仕ー上げしたのて',約

26mmx百8mm程度の寸法になった。閂脚材は冠部を

ヽてその結合は鼠なる釘付けて凌あろ。脚

材傾斜ぱ菰常の脚立に用いている値をり

1 
ーーとした。
6 

て脚材？脈部間隔のひろがり

（脚材側面ゃ中心線上底面か

ら高さlcrliの位置に標点を設

験）'r迂手見図
CWI 

す。

じているのだと考えるのが至当てある。（最小仕事の

原理）。このようにして水平反力を定める場合，その大
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第 1表

材 質基iI -面礎--『面-その---他- l標脚点即材底碓1部ひ7間ろ隔が~極限強度 ＇i 1脚輝面 備 考

cm 
杉 粗鋸 挽脚材を釘付 17.6 三0II 3-.36T 

軟 鋼 滑 仕上面
グリースを
塗る

杉 粗鋸 挽 17.8 0 3.80T. ,5.g5x2.58 

杉 滑鉤仕1: 17.4 0 3.88T 5.81x2.58 

軟 鋼 粗銹面 17.6 ． 0 4.lOT 5.83x 2.58 

杉 粗鋸挽 17.8 

゜
3.38T 5. 85 X 2. 61 No,3と同じ状態

コンク
粗 17.5 

゜
3.BBT5.BOx2.660~ 『2Tゼ冠部及び基礎面圧挫著し。リート

杉 粗鋸挽脚材を釘付 17.3 

゜
3. 55Tj5. 83 x 2 No.1と同じ状態。

〔註） No.4及びNo.7の挫屈ほ為償ー 2 の形式，その他ほ寓箕ー 3 の形式て•ある。

標点距離の理論値は17.3cmて•あるが，これより何れもも o "'o. 5cm大きいわけて•ある。

標点距離が理論値よりも大きいことに依つて生ずる極限強度の低下量ほ dW=-W-----~ ― I. dl 
b1 

て表われせる。式中Wは極限強度， hは高さ， Iほ栖点距離 dlほ理論値との差，今この最大の場

合を計算してぷると dW=-0.0035tonとなり，これほ，此の試験の誤差の中にかくれてしまう程

度て•ある。随つて，此の程度の標；点距離の喰い違いは無親出来る。
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第 1表より次の事が云える

1)両脚材の結合は隅詰合より寧ろ鮫結合に近い。

2)基礎面との摩擦係数が小なる場合には殆ど水平反カ

は期待出来ない。

3)摩擦係数がかなり大きい (0.3,,.....,0.5) と考えられる

場合にほ明らかに「2),A)」の理論が実際にも成り立

つ。

4)これらの試験片の脚材傾斜及び Nc.2以外の基礎面

の朕態ほ夫夫，実在する最も普近の！却材傾斜て凌占基

礎面状態てあるから，この試験結果は直ちに実際脚立

に適用してよいと考えろ。したがつて脚立の脚材設計

にほ軸圧力のみを考慮すればよい。若しこのような脚

立を平滑な基礎面上て了使用しなければならなくなつた

ときは，脚立の基礎に厚板を敷ナばよい。9

次に図—-4 のような寸法の脚立の項部に荷軍をのぜる

場合，その脚立は種々の脚材断面に対してどの程度の

安全耐力を有するかを，水平反力を考慮した場合とし

~
~ 

A 脚材断面積

L; 脚材に沿つた結合点距離=92.3cm 

D; 挫屈面方向の脚材0)寸法

水平反力を期待出来ない場合は，

W=crAO 

_l =(--―__ Jy __ _ + 6e_i + 6ez 
O 1-0.02-!, Di D2) 

D 

式中 e ; 偏心員

e1 =15cm 

e2 =3. 75cm 

1, 27) suffixは夫夫挫屈面方向とそれ直角な

方向を意味している。

§ 4 脚立の安全南カ

図ー 4に示ずような構造及び寸法を有する実際の杉製

脚立の安全耐力を第 3表に示ず。

この脚立は上から三段目まてぐの格に荷重をかけるのが

普通て凌ある。院つて其の耐力も格の曲げ強度に支配され

脚材の有する耐力よりも可成低くなる。又荷重を 2個の

格に同時にのせる場合と，片方の格のみにのぜる場合と

て・（ま，前者の耐力ほ後者の耐力の 1.8倍てある。

第 3表脚立部材寸法及び安全耐力
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図ー 4

ない場合の同者について，杉材を例にとつて計算した

のが第2表て＇あろ C)

第 2 表

脚cm材x浙c面m欠込深さ
格の断面 格点取に付つにき用）する釘（格 安全繭力

cm cmxcm m 太mさ」m長mさI1 呼称I本数 kg 

3x6 I I 
3x4.5 1. 2 

3.6X5.4 
2.7 57 寸八 3 100 

4.2x4.2 1. 2 3.36xx56 . 7 57寸八 3 110 

3x6 ;| 1.4 14.2x6. 44! ! 76 :::I'S'3 180 
5.4x5. 

3.6X5. 1 3 4. 2x 6. 76ー四 3 180 
・5.4x5. -

4,8x4. 

4. 2x6: 1.5 4.8x7. 8 89 =入 3~80

3.6x7. I 1.6 4.2x8. s: 89 ::: 八 ,1 300 I 
4.8x7.2 I 1. 6 5. 4 X 8. 21102三→ ； 3 400 

1 脚挽立寸材法 ＼ 安全耐力 1 水な平い場反力合空を期安全待韻出カ来
5.6x 3.6cm 

1.7 tou I 110 kg 

4. 5x 4. 5 r, 3. 5 r, 220 

＂ 5.4x5.4" 5. 9 r, 400 

＂ 3.6X6.0 r, 4. 5 11 I 280 

＂ 
〔註J上表の計算ほ挽立寸法から0.3cmを減じたもの

を有効寸法として次式に依h計算した。

W=  4mcrA (1-0.02 —
、 L

D) 
、式中 m; 脚材の傾斜角の余弦z:0.985

rr,; 許容応力度=90kg/cm(杉）

（註〕 1. 第 3表ほ図ー4に示ずょうな杉製脚立の片側

の格にのせ得る安全荷重てある。

2. 若し荷軍を岡側の格に同時にのをる場合ほ，

｀ 第 3表の値を上主饂したものまて安全耐力を増

大し得る。

3. 第 3表に於てほ，杉材の曲げ応力度をl05kg/c

叫圧縮応力度を90kg/cmzとしている。

4. 表中の寸法から 3mmを滅じたものを有効寸

法としている。
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